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DX戦略を考えるにあたって

• デジタルを使って、組織、文化、従業員の変革により競争優位性を確立す
すること。（経産省より）

■ 経営、ビジネスをこんなふうに変革したい。

そのためにデジタル（IT）を活用できない
か？〇

■ ＩＴを使って経営、ビジネスを変革で
きないか？✕



DXはバックキャスト

• 経営者が自社の理念やパーパス（存在意義）を明確にする。企業の社会的価値。

• 実現したい未来＝経営ビジョン（ 5 年後・ 10 年後にどんな会社になっていたいか）をしっかりと描く

• ビジネスモデルや組織・企業文化等の変革に戦略的に取り組む

※デジタルガバナンス・コード実践の手引き2.1/経済産業省



VUCAの時代は先が見えない

C1 デジタル経営成長サイクル：理念、イノベーション、戦略、成長
C2 価値実現サイクル：価値デザイン、開発導入、運用・価値実証

• 5年後、10年後の経営環境がどうなるかわからない。

基本原則1：説明責任を果たす（リーダーシップの原則）
基本原則2：変化をチャンスに変える（イノベーションの原則）
基本原則3：顧客価値を問い続ける（価値創造の原則）
基本原則4：データとIT を常に念頭に置く（デジタルシフトの原則）
基本原則5：全体視点で捉える（全体最適の原則）
基本原則6：自前主義から共創へ（オープンな共創の原則）
基本原則7：利用者との関係をより深める（利用者動機付けの原則）
基本原則8：戦略と実行を合わせる（戦略実行整合の原則）
基本原則9：人中心の持続的な成長へ（学習と成長の原則）
基本原則10：データ重視の意思決定へ（ファクトベースの原則）

ITコーディネータプロセスガイドラインVer4.0/ITコーディネータ協会

※OODA:Observe（観察）、Orient（状況判断）、Decide（意思決定）、Act（実行）

• 長期的サイクルと短期的サイクルをOODA(※)でマネジメント。



あるべき姿、なりたい姿は顧客利便価値創造を主眼に

• 陰の競争力(知的資産)を踏まえた顧客利便価値の創造

• 経営環境変化により変化した顧客利便価値を創造できる知的資産

ギャップ
デジタル

ソリューション

現在の
知的資産 将来の

知的資産

将来の
顧客利便価値

現在の
顧客利便価値

知的財産権、知的財産、知的資産、無形資
産の分類イメージ図/経済産業省WEBページ

• ギャップをデジタルで克服



VUCAの時代の経営課題は適応課題

経営力再構築 伴走支援ガイドライン 中小機構
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/kenkyukai/keiei_bans

ou/guideline.pdf

他者と働く-「わかりあえなさ」から始める組織論/宇田川元
一著/ニューズピックス

高度成長時代のパラダイムは通用しない。
社内外の利害関係者のナラティブ(※)の溝に橋をかける必要あり。

※ナラティブ：各人の「語り」を生み出す解釈の枠組み



適応課題のOODAは
エフェクチュエーション的アプローチ

• DXはバックキャストなので、教科書的には

あるべき姿を重視のコーゼーション

• VUCAの時代はまずはできることから

（エフェクチュエーションの考え方）

• 今はできないこと（ギャップ）をデジタルでで
きることを広げる エフェクチュエーション：市場創造の実行理論/

サラス・サラスバシー著、加護野忠雄監訳、高
瀬進、吉田満梨訳/碩学舎



変革は当事者だけでは難しい
• 当事者の障壁は適応課題。

• 適応課題を伴走支援で乗り越える。

• 伴走支援はプロセスコンサルテーション。

経営力再構築伴走支援ガイドライン/中小企業庁、中小機構



プロセスコンサルテーションの実践

経営力再構築 伴走支援ガイドライン 中小機構
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/kenkyukai/keiei_ba

nsou/guideline.pdf

• プロセスコンサルテーションの一般的原則10箇条

1. 常に力になろうとせよ。

2. 常に目の前の現実との接触を保て。

3. あなたの無知にアクセスせよ。

4. あなたのすることはどれも介入である。

5. 問題を抱え、解決法を握っているのはクライアントである。

6. 流れに身を任せよ。

7. タイミングが極めて重要である。

8. 真っ向から対決する介入については建設的にオプチニスティックであ
ること。

9. 全てはデータである。誤りは避けられないが、そこから学習せよ。

10. 疑わしい時は問題を共有せよ。

E.H.シャイン著、稲葉元吉・尾川丈一訳/プロセス・コンサルテーション
－援助関係を築くこと－/白桃書房より

解決型

対話型



予測できないVUCAの時代のDX経営戦略をどうするか

～ 知的資産経営(手法)のDX経営戦略への適用報告 ～
主催：一般社団法人持続可能なモノづくり・人づくり支援協会（略称ESD21）

後援：愛知中小企業家同友会、特定非営利活動法人ITC中部、愛知県鉄工連合会、

【愛知県、岐阜県】知的資産研究会、一般社団法人企業価値創造支援機構

開催日：2024年11月27日（水）14:00～17:00 参加費：無料

場所：東桜会館第2会議室（リアル）定員７０名 ＆ ZOOMオンライン（定員１００名）のハイブリッド

名古屋市東区東桜2丁目6番30号 https://www.higashisakura-kaikan.jp/access/

１．基調講演：我が国の企業変革における知的資産経営の意義（仮題）

有限会社ツトム経営研究所所長 森下勉 氏

２．知的資産経営のDX経営戦略策定への適用 ちかと経営研究所所長 吉田信人 氏

３．伴走支援共同研究成果報告 JOB創造研究所所長 林 祐二 氏

株式会社興和工業所 土木建材部業務課課長田中孝行 氏

４．知的資産経営体験ワークショップのご案内

詳細＆参加申込
はこちら



ご清聴ありがとうございました。
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